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第 21 回 全日本少年少女空手道選手権大会 

 

                   期 日 令和 3年 8月 28・29 日 

                   会 場 東 京 武 道 館 

審判・監督会議資料 

                   審 判 長 高橋 昇 

                   副審判長 田島節子・川田喜子 

 

競技は、公益財団法人全日本空手道連盟空手競技規定により行うが、本大会申し

合わせ事項は以下のとおり。 

 

第21回全日本少年少女空手道選手権大会申し合わせ事項 

 

１． 組手競技 

① トーナメント方式で行い、３位決定戦は行わない。 

② 決勝戦は、１コートから４コートにおいて学年別男女別に実施する。 

③ 競技時間は１分３０秒フルタイムとする。 

④ 勝敗は、競技時間内に６ポイント差が生じた場合、あるいは反則・棄 

権・失格、又は競技終了時に得点の多い選手を勝ちとする。競技時間 

終了時に同点で先取が無い場合は、「判定」をとって勝敗を決する。 

  ⑤ 安全具 

 (ｱ) 組手全種目に全空連検定品である拳サポーター（小学生用赤・青リバ

ーシブル拳サポーター)、メンホーNo.6以上（マウスシールドを装着

する）及びボディプロテクター、小学生用インステップガード及びシ

ンガードを着装すること。なお、これらの安全具は選手各自において

用意すること。 

(ｲ) 小学３～６年生男子組手出場選手は必ずセーフティカップを着装す 

ること。ただし、１、２年生は所属の指導者（監督・コーチ）の判 

断に委ねる。 

(ｳ) 安全具着装のない選手は出場できないので、充分注意すること。 

  ⑥ 競技規定、付録10：14歳未満の空手競技/組手試合（12歳未満）を適用 

する。（以下抜粋／⇒以降解説） 

・上段部位へのコンタクトは、軽微であっても原則的に罰則が科せら 

れる。⇒ 上段蹴りのスキンタッチにも罰則を科す。 



2 

 

    ・足払い、又はその他の投げ技は禁止とする。  

⇒ 実施した（技がかかった）場合はＣ１ 

⇒ 試みた（技がかからなかった）場合はＣ２ 

9.相手の安全を損なう技、又は危険でコントロールされていない攻撃 

・中段への技がコントロールされたものであっても、表面以上にコンタ 

クトがあった場合は、得点にならない。 

     ⇒ ジュニア＆カデットと同様とする（2018.7.26/全空連審判委員会委員長通知） 

 

２．形競技 

  ① 第21回全日本少年少女空手道選手権大会形競技解説（３ページ）による 

  ② 評価にあたっては、４ページにガイドラインを示すので留意すること。 

ガイドライン - 得点配分の指針 

ガイドライン - 減点の指針 基本形、及び指定形 

     

３．異議申し立て 

   競技規定組手競技第 11 条並びに形競技第 7条について、本大会では以下の 

とおり申し合わせる。 

  ① 判定について審判団に異議申し立てはできない。 

  ② 審判の手続きに規定違反があった場合、監督またはコーチは挙手のうえ口

頭でコート主任に異議を申し立てること。 

  ③ 異議申し立ては、手続き違反があった時に即行うこととし、次の試合に入 

った場合は受け付けない。 

 

４．服 装 

① 監督・コーチ・選手は競技規定に沿った清潔な白の空手衣を着用すると。

空手衣メーカーは指定しない。なお、左胸に都道府県名を入れると。 

監督（１枚）・コーチ（２枚）のＩＤカードを発行する。 

② 出場選手全員に参加章（ワッペン）を交付するので、それを競技時着用 

の空手衣の左肩口に必ず縫い付けること。 

   ③ 空手衣には「都道府県名ワッペン」、「参加章ワッペン」以外のワッペ 

ン等を縫い付けることは認めない。 

④ 赤帯・青帯は全空連で検定された帯を各自用意し着用すること。主催者 

では用意しない。 

⑤ 空手衣の氏名の刺繍、また帯の氏名、道場名等の刺繍は認める。 

⑥ 右胸と奥襟の製造業者商標は不可（ある場合は隠す） 



第21回　全日本少年少女空手道選手権大会　形競技個人戦　解説

① 予選 １回戦～３回戦（ベスト８が決まるまで）旗方式トーナメント／２名同時演武

② 準決勝ラウンド 得点方式／２名同時演武

③ 決勝ラウンド 得点方式／３位決定戦は２名同時演武／決勝戦は１名ずつ演武

１．技術面の得点の高い選手
２．競技面の得点の除外されていない最低点の高い選手
※１．２でも同点の場合は再演武

　同点の処理

・トーナメントのため、勝ち上がりの段階で帯の色が変わる場合があるので、
　赤、青両方の帯を持参すること
・コートのコーナーから演武位置まで斜めに入場する
・演武開始の礼の後、赤、青の順に形名を呼称する
・係員の電子ホイッスルの合図の後、演武を開始する
・演武終了の礼の後、選手はコートエンドまで下がって判定を待つ
・判定の後、お互いに礼、正面に礼をして退場する
・３回戦進出者は、形エントリーカードに３回戦の演武形名を番号で記入し、
　コート係員に提出する
・準決勝ラウンド進出者は、形エントリーカードに準決勝ラウンドの演武形名
　を番号で記入し、コート係員に提出する

・８名の競技者は２つのグループ（Aグループ・Bグループに分けられる）
・第１コートから第４コートで勝ち残った４名をAグループとする
・第５コートから第８コートで勝ち残った４名をBグループとする
・各グループ４名の演武順はシステムにより自動的に抽選される
・演武順１番と３番は赤帯を、２番と４番は青帯を締めること
・入退場、演武開始終了に関することは予選と同様となる
・４名の演武が終了した時点で順位を発表する
・各グループの１位から３位までの選手が決勝ラウンドに進む
・１位は決勝戦、２位と３位は３位決定戦、各グループ４位は全体の７位が確定する
・決勝ラウンド進出者は、形エントリーカードに決勝ラウンドの演武形名を番号で
　記入し、コート係員に提出する

　基本形一から四

　・ゲキサイ第一

　・ゲキサイ第二

　・平安初段～五段

　・ﾋﾟﾝｱﾝ初段～五段

　・第一指定形

　・第二指定形

　・①予選で使用して

　　いない基本形

　同点の処理 ※準決勝ラウンドと同様とする

　再演武の形指定
・①②③で使用していない基本形、第一指定形、第二指定形
※予選、準決勝ラウンド、決勝ラウンドの本戦で使用した形は演武できない
※準決勝ラウンドの再演武で、本戦と別の形を使用した場合は、その形を演武できる

　再演武の形指定
・第一指定形・第二指定形、①予選で使用していない基本形
・準決勝ラウンド本戦で使用した形は演武できる

・Aグループから決勝ラウンドに進む選手は赤帯を、Bグループは青帯を締める
【３位決定戦】
・第１コートから第４コートでは、Aグループの２位とBグループの３位が、
　第５コートから第８コートでは、Aグループの３位とBグループの２位が競技する
・入退場、演武開始終了に関することは予選、準決勝ラウンドと同様となる
・演武終了後、副審１は選手の間に立って勝者を宣告する
・宣告後、副審１の号令により、お互いに礼、正面に礼をして退場する
【決勝戦】
・第１コートから第４コートで行う
・赤、青の順に演武する
・両名の演武が終了したら、副審１は選手の間に立って勝者を宣告する
・宣告後、副審１の号令により、お互いに礼、正面に礼をして退場する

　・①②の本戦で

　　使用していない

　　第一指定形

　　第二指定形

　　基本形
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年生 男子     女子 コート係に提出

準決勝ラウンド　3位決定戦　決勝戦

基本形一 1
(剛柔流) 2

基本形二 3
(糸東流) 4

5
6
7

基本形三 8
(松涛館流) 9

10
11
12

基本形四 13
(和道流) 14

15
16
17

第一指定形 18
19
20
21
22
23
24
25

第二指定形 26
27
28
29
30
31
32
33

公益財団法人 全日本空手道連盟

ニーパイポ(二十八歩)
クーシャンクー
ニーセーシー

ジオン
カンクウダイ
バッサイダイ
セイエンチン
セイシャン

(剛柔流)
(剛柔流)
(松涛館流)
(松涛館流)
(糸東流)
(糸東流)
(和道流)
(和道流)

(剛柔流)
(剛柔流)
(松涛館流)
(松涛館流)

セーサン(十三手)
クルルンファ(久留頓破)
エンピ(燕飛)
カンクウショウ(観空小)
マツムラローハイ(松村ローハイ)

チントウ

氏 名

回戦

選手No
形
番
号

ゲキサイ 第一
ゲキサイ 第二

平安 初段
平安 ニ段
平安 三段
平安 四段
平安 五段

平安 初段
平安 ニ段
平安 三段
平安 四段

(糸東流)
(糸東流)
(和道流)
(和道流)

第21回全日本少年少女空手道選手権大会

形名エントリーシート

平安 五段

ピンアン 初段
ピンアン ニ段
ピンアン 三段
ピンアン 四段
ピンアン 五段

セーパイ
サイファ


